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♦ ネットワーク上の プリ ンターを 使う 

♦ 削除済みのファイルを完全に消去する 

♦ iStorage NS 上のファイルを高速検索する 

♦ iSCSI を使う 
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iStorage NS のその他の使い方 


5-1 ネットワーク上のプリンターを使う 

5.1.1 ネットワ'ークプリンタ ' 一の追加 

iStorage NS にプリンターを追加するには、 W 下の手順に従ってください。なお、プリンターに添付され 
たプリンタードライバーがある場合は、プリン ターの マニュアルに従ってプリンタードライバーをインス 
トールしてください。 

1. 管理者メニューから[印刷の管理]を起動し、[プリントサーバー]をクリックします。 

2. 印刷の管理ツリーで、目的のサーバーを右クリックして表示されるメニューから[プリンターの追 
カロ]をクリックします。 

3. ネットワークプリンターのインストールウイザードの[プリンターのインストール]画面で、[新し 
いポートを作成して、新しいプリンターを追加する]を選択し、吹へ]をクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


4. [ポートぶ]を入力して、 [0 K ] をクリックします。 



5. [プリンタードライバー]画面で、斬しいドライバーをインストールする]を選択し、[次へ]をクリ 
ックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


6. [プリンターの インストール] 画面で、[製造元]と[プリンター]を選択して、吹へ]をクリックし 
ます。該当するプリンターが一覧にない場合は [ディスク 使用]をクリックして ファイルの 場所を指 
定します。 



7. [プリンターと共有設詞画面で場所とコメント(省略可能）を入力して、[次へ]をクリックします。 

8. [プリンターが見つかりました]画面で、[次へ]をクリックします。 

9. [ネットワークプリンターのインストールウイザードの完了]画面で、[完了]をクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


5-2 削除済みのファイルを完全に消去する 

ファイルやフォルダーをゴミ箱から消去したり、パーティションを削除しても、ディスク領域への割り当 
て解除が行われるだけでデータ自体はディスク上に残るため、特殊なツールを使用するとファイルの内容 
を復活させることが可能です。情報漏えいを防止するためにも、データは完全に消去しておく必要があり 
ます。 

iStorage NS では、ボリューム内の空き領域（ファイルやフォルダーが割り当てられていない領域）を特定 
のデータで上書きすることでディスク上のファイルデータを消去する、ディスク.ワイプと呼ばれる機能 
が標準で用意されています。ディスク.ワイプには cipher コマンドの /w オプションを使用します。 K 下 
の手順で削除済みファイルを消去することができます。 

1. 管理者メニューからコマンドプロンプトを起動します。 

2. K 下の構文でコマンドを実行します。 

cipher Iw-.driveletter 

例えば、 D ドライブ内の削除済みデータを消去する場合は、 K 下のコマンドを実行します。 

cipher/w:d: 

処理が完了すると、プロンプトに戻ります。既存のファイルおよびフォルダーを残して空き領域が上書き 
され、データが消去されます。 


f 


【注意】 


V 


cipher/W コマンドでは、ボリュームの空き領域のみを上書きします。 

実行前には不要なファイルやフォルダーを削除しておいてください。 
上書きする領域が大きい場合は、処理に時間がかかることがあります。 
NTFS ボリュームのみで実行可能です。 

正しく消去されたことを確認するホ法はありません。 

J 
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iStorage NS のその他の使い方 


5.3 iStorage NS 上のファイルを高速検索する 

Windows サーチサービスは 、 iStorage NS 上のファイルのインデックスを作成し、クライアント PC から 
のファイル検索を高速化する機能です。なお、 Windows サーチサービスは出荷状態では停止されています 
ので、ご利用になる場合はサービスを開始してください。ここでは、高速検索を行うフォルダーを設定す 
る手順を説明します。 

【注意】-クライアント PC が Windows XP、Windows Server 2003の場合は、そ 
れぞれの装置に Windows デスクトップサーチがインストールされてい 
る必要があります。 

1. 管理者 メニューの[サービス] をクリックします。 


mmm 


誇断 


頌1 

イベントビューアー 

イベントロヴを確語できます。 

1 

バフォーマンスモニター 

1性能情報の採お ^^巧 記ができます。 

1 

Windows タスクマネージャー 

織リソ-スの画況確扇中の妨爛がで 1 

デバイスマネープャー 

いードウエアのが態を確詔できます。 

1 

システム巧巧 

システム t 青報を滝詔できます。 

1 



Windows Update 

更祈ブロヴラムをインストールできます。 

ブロヴラムと巧宙 

ブロヴラムを管理できます。 

ローカル ユー ヴーとブルーブ 

ユーザーとヴルーブを管巧できます。 

サービス 1 

サービスを菅3軍できます。 

タスクスブジューラ 

杳スクのスクジュールを管理できます。 

ネットワーク巧挂 

ネットワークを管理できます。 

曰巧と時刻 

日巧と時别を設をできます。 

Windows ファイアウオール 

つアイアウゴールを菅理できます。 

t キュリティが巧化された Windows ファイ 

ァゥォール 

7アイアウゴールの詳細な菅理ができます。 

ローカルたキュリティボリ シー 

tz 丰ュリティポリシーを菅理できます。 
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iStorage NS のその他の使い方 


しけートアツブの哇强」□クオシ 


無姊 Local S 

自旣 Local S 

手旣 Local S 

キ旣 Local S 

手軌 Local S 

キ旣 Local S 

手旣 Local S 

キ旣 Local S 

手軌 Local S 

キ旣 Local S 

手旣 Network 

自旣 Local S 

白旣 Local S 

自旣 （お延閲お） Local S 

手旣 Local S 

自旣 Local S 

手軌 Local S 

キ旣 Local S 

手旣 Local S 

白お！。届な ■ お化 ^ Mp+minrli 


Windows Search 


7 ァイル、軍子イ - ル、亡の化の]シテシツじ 
巧して、コシテ y ツのイシデッウス f 平 J51 ブ〇 
バティキ V ッシュ処理、検束結果の表示を 
讯、ます。 


を目り * 


J 目が月 


細 UPnP Device Host この ]… 
薄 User Profile Service このサ ... 
.'な Virtual Disk ディ ?、... 

'■ な Volume Shadow Co … バウウ ... 
'^Windows Audio Windo 
• な Windows Audio End... Windo 
; む Windows CardSpace テ ' 如 ., 
ぶ ^ Windows Color Sys... WcsPI. 
. 誠 Windows Driver Fg... ユーザ , 
. 勾 ^ Windows Error Rep... ブ日ヴ .. 
’ な Windows Event Col ... このサ 
ィ為 Windows Event Log このサ 
Windows Firewall Windo 
な Windows Font Cac... 共通 … 
Windows Installer Windo 
‘ な Windows Managem... オパレ ., 
•^Windows Modules I... Windo 
读 Windows Presentati... 聞配 .. 
Windows Process ... Windo 
VA/inrInuus RRmntp M Winrin 



刊 サーピス（ □ 一カル ) 


3. [全般]タブの[スタートアップの種類]で[自動]を選択し、[適用]をクリックした後、[開始]をクリ 
ックします。 



2. [Windows Search ] をダブルクリックします。 


み サー E ス 


乃ィル ( り _ 棟惟 . か _ 表示 ( ぶレブ化） _ 

钟吟 I 「园 I 圖固段 I 回园 I b 


サー E ス（□一カル) 


ム□ム □ 

9由 

m 开 3 ff 


ム□ム□ム □ 

な由な 

m ， 3 g . も 


ム□ム□ム□ム□ム I 

9由- Pin . 由占 

mF mF mF mF 
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iStorage NS のその他の使い方 


4. [ OK ] をクリックし、プロパティを閉じます。 


5. 管理者メニューの [インデックスのオプション] をクリックします。 



エクスブロー ラー 

コマンドブロンブト 

ペイント 

メモ帳 

コンビューターのち3里 

システム 

Windows ヘルブとヴボート 

エ クスブ□ーラーを起動できます。 

コマンドブロンブトを起勒でぎます。 

ベイントを起動できます。 

> :モ 帳を起勒できます。 

コンビューターの管理を起勒できます。 

コンビューターのブロパティぷ症詔できます。 

Windows ヘルブとヴボートを起勒できます。 

役割/機能 

感 

おちと記恒域のち巧 

SM 日共ち、 IMFS おちが f 巧できます。 

ns マ，ージャー 

HTTP おち/ FTP おちを管理できます。 

NFS 巧ヴービス 

hFS ヴーバーを管理できます。 

ADS 圧 ディター 

NFS のの マッビンヴを確詔できます。 

ファイルブーパーリソースマ本ージャー 

記惜均の昏畳制限、版張子制限、巧巧が況確記等ができま 
す。 

インデックスのオブシ3ン 1 

でイル橫索桐速化するた曲のインデックス硝 3 軍できまず。 

DFS の管埋 

好瓶:?ァイルシステムを管理できます。 

巧則の肯巧 

ブリントヴーバーを管理できます。 


6. [変更]ボタンをクリックします。 
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iStorage NS のその他の使い方 


田 > robo 
• sou mu 
g temp 

p. WebDAV Shared 


囚を WSS2008R2 (C：) 
日 o ボリューム （ D :) 

I EFSTMPWP 
i ， eigyo 


robo 
sou mu 
temp 

WebDAV Shared 


7. [選択された場所の変更]で、インデックスを作成するフォルダーを選択します。 


みインデ川スげた巧された巧巧 


遇おされた喘巧の変更- 

I□田么 WSS2008R2 (C：) 

□曰因)ボリューム做 
□ EFSTMPWP 


n eievo 



遇おされた场巧の概要- 


1含まれる塌巧 

1瞄外 1 

1 一 group 1 



8. 曜択された場所の概要]に項番7で有効にしたフォルダーが追加されたことを確認して [0 K ] ボタ 
ンをクリックします。 


9. [閉じる]ボタンをクリックして、[インデックスのオプション]画面を閉じます。 


2<1 


「遇巧された場所の変是- 


1- 遇巧された場巧の桐要- 


@すパての場所の表5(を^ 


0 K 


辛 tytz ル」 


ふ 


含まれる場巧 

1 瞄外 1 

•. group 1 


ー スタート ホニ： L - 


一- ザ- 

AppData ： AppData 


みイシデぅウスが巧ぶされた巧巧 


U □目 


目目 因 目目 
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iStorage NS のその他の使い方 


5-4 iSCSI を使う 

iSCSI Target によってリモートの記憶域を提供します。 

詳細は別紙 【Microsoft iSCSI Software Tan^et 3.3 利用者 ガイド】 を参照してください。 
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